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木材利用シンポジウム 2022 in 高知 

～近年の木材利用の動向～ を開催しました。 

 

 2022 年 1 月 25 日、高知大学防災推進センター主催による「木材利用シンポジウム 2022in

高知 ～近年の木材利用の動向～」を，オンラインにて開催しました。本シンポジウムは、

四国土木木材利用研究会、公益社団法人高知県土木施工管理技士会と共同で実施したもの

です。 

 シンポジウムでは、四国土木木材利用研究会会長で、高知大学防災推進センター原忠副セ

ンター長による開会挨拶にはじまり，北海道総合研究機構森林研究本部林産試験場の森満

範氏による木材の耐朽性評価と関連技術に関する基調講演と，富山県農林水産総合技術セ

ンター木材研究所の園田里見氏による「大径化した富山県産スギの構造利用技術の開発」，

国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所九州支所長の塔村真一郎氏による「国

産材 CLT の開発と普及に向けた取組み」、北海道総合研究機構森林研究本部林産試験場の

今井良氏による「北海道における地域材の土木利用と利用拡大に向けた取り組み」、国立研

究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所の原田寿郎氏による「防耐火から見た建築物

の木造化と進展」の 4 件の最新の研究事例がオンラインにて紹介されました。 

コロナ禍での開催でしたが、北海道、京都、熊本などから土木や木材に関心の高い技術者

などのオンライン参加があり、全国から 90 名余りの方々が聴講され、関心の高さが伺えま

した。 

 

 

基調講演（森満範氏） 
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講演１（園田里見氏） 

 

 

講演２（塔村真一郎氏） 

 

 

講演 3（今井良氏） 
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講演 4（原田寿郎氏） 

 


